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1　開催年月日　　　　　　　　令和2年1月10日（金）17:30より

2　開催場所　　　　　　　　　沼津市寿町8-28 メディアプラザ 1F会議室


3　委員出席
委員総数　　　　　　　　　5名
出席委員数　　　　　　　　4名

出席委員氏名　　　　　　　荻生　昌平
井上　純代
保坂　典子
大川　皓平

　　欠席委員氏名　　　　　　　千野　慎一郎

放送事業者側出席者名　　　杉山　康則
澤井　宏幸
櫻井　達生

4　議題　　　　　　　　 　　 聴取番組名「ぱれっとタウン」
令和元年12月25日（水）12:00～14:00　放送分

5　審議内容
（事業者側:澤井）定刻になりましたので、只今から第130回番組審議会を開催致します。　　　　　　本日、千野委員は都合により欠席となりますが、委員総数の2分の1以上の出席となりますので、番組審議会は成立致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本日、ご審議頂く番組は、毎週月～金曜日の12:00から14:00まで生放送しています「ぱれっとタウン」です。この番組は、1998年の開局当初から続いている番組で、月曜日から金曜日まで、毎日異なるパーソナリティが、ニュース・天気予報・交通情報や、各市町の広報など、最新情報をお届けしている番組です。また、ゲストを迎えての楽しいフリートークや音楽も盛りだくさんとなっています。更に毎日13:00からの24分間は、ケーブルテレビとのコラボでテレビとラジオの同時生放送を実施しています。今回は、昨年12月25日水曜日に放送したケーブルテレビとのコラボ放送部分をテレビ画面と併せてお聞きいただきます。それではよろしくお願いします。

（　番　組　視　聴　）

（荻生委員長）　それでは、皆さんのご意見をお伺いしたいと思います。それでは、井上さんから意見・感想をお願いします。

（井上委員）　　このパーソナリティーの方は、声を聴いたのも、顔を見たのも初めてだが、落ち着いた感じで、ビジュアル的にも全く問題ないという印象。話のペースも緩急があって、ゆっくり話していて、リスナーが聞き取らなくてはいけない情報内容についても聴き取りやすいので、リスナーは助かるのではないかと思う。ゲストとの掛け合いも良く、とてもパーソナリティーとして適任で、とても安心して聴いていられた。

（大川委員）　　ラジオ番組として聴く分には、何も問題は無い。テレビとの同時生放送のプラスアルファが伝わってこない。どうせやるのであれば、目から入る情報も欲しい。

（保坂委員）　　パーソナリティーは、とても聴き易く、話し方も問題ない。画面においても、カメラ目線があってとても良い。画面の後ろを通る通行人が気になった。

（大川委員）　　番組の冒頭では、ケーブルテレビと同時生放送をしていることを告知していたが、CM明けには告知がなかった。もう少しアピールしないと、途中で聴いたり、見た方がわからないと思う。

（保坂委員）　　音楽を流している際、画面上にタイトルが出ているのはとても良い。

（井上委員）　　他の委員の皆さんの話を聴いていて、ラジオ的には、受け入れられていて好感を持っていると思った。しかし、画面とラジオの関連がまだまだ難しいという気がする。
（事業者側:澤井）テレビを点けて、家事をしながらBGM代わりに見ている（聴いている）方も多く、テレビの数値的には、その時間帯は見られている結果が出ている。

（井上委員）　　テレビと同時放送をすることで活用が出来ていて、数値的に結果が出ているのであれば、顧客にも認知されていて、良いのではないかと思う。視聴者が多くなれば、更に広がっていく可能性がある。まずは、ラジオとして上手に出来ていないと、その先が無い気がするが、ラジオ的にはとても上手なのでその点では受け入れやすいというか、今後伸びていく可能性があると思う。

（荻生委員長）　映像というのは、情報量が莫大に大きく、耳だけだと想像する選択があるが、映像であると出演者の顔であったり、具体的な情報が入ってきて情報量が大きい。

（大川委員）　　画像で魅力的な商品を紹介し、アピールできる場としてもらいたい。

（保坂委員）　　画像で文字を見せるのは良いと思うので、もっと出してほしい。

（井上委員）　　ゲストの顔がわかると、ラジオでは得られない身近な感じがする。

（事業者側:杉山）情報というのは、耳と目と文字から得ると思うが、テレビ・ラジオ・スマホの3つのデバイスで見たり聴いたりできるということが、メディアとしての価値があると思う。コミュニティエフエムを活性化させるためにも、3つの媒体を利用して番組を作っていくことが重要。

（事業者側:櫻井）リスナーや視聴者を巻き込んで、媒体価値を高め、沼津の情報を発信したい。委員の皆さんにも、このようなこと（ラジオとテレビのコラボ放送）をやっていることをぜひ拡散していただきたい。

6　審議会での意見についてとった措置について
　　　
　　　各委員からの意見や感想については、今後の自社制作番組に活かし、より良い番組作
りをする検討材料としました。ご指摘を受けた点は、番組担当に伝え、改善するよう
指示します。
7　審議会の内容の公表

公表の方法　　自社ホームページ（http://www.coast-fm.com/index.html）にて公表
公表内容　　　番組審議会議事録
公表年月日　　令和2年2月5日

8　その他の参考事項

次回番組審議会は、令和2年3月13日（金）17:30より開催
